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あらまし：香川大学は，2018年度より首都圏大学との対流促進事業(うまげなかがわ感じてみまい!うどん

県住みます学生プロジェクト)に取り組んでいる．この事業は，それぞれの大学が持つ多様な価値観を持

つ人材を集め，新たな価値の創造することで地方創生の実現を目指した取り組みである．本論では，2021

年に実施したライブビデオ配信を活用したインターンシッププログラムの実践について述べ，その活用方

法や課題について議論する． 
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1. はじめに 

香川大学と芝浦工業大学は，内閣府「地方と東京

圏の大学生対流促進事業」の採択を受け，2018 年か

ら「うまげなかがわ感じてみまい！うどん県住みま

す学生プロジェクト」）（以下，本事業と呼ぶ）を共

同で実施している．本事業は，香川大学が COC 事

業（地（知）の拠点整備事業）や，COC+事業（地

（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+））

で整備したローカル教育プログラムを芝浦工業大学

に提供するとともに，芝浦工業大学が SGU 事業（ス

ーパーグローバル大学創生支援事業）で整備したグ

ローバル教育プログラムを香川大学に提供すること

で，「グローバルを理解したローカル人材」，「ローカ

ルを理解したグローバル人材」の育成を目指した取

り組みである．2019 年には，津田塾大学と東京農業

大学が本事業に参加した．津田塾大学，東京農業大

学の参加にあたり，本事業が育成を目指す人材像を

「（ローカルやグローバル，都市圏と地方，性別など）

様々な価値観を理解しそれぞれが抱える課題を理解

するだけでなく，その課題解決の実践がおこなえる

人材」と再定義し，それら人材の育成を目指した様々

な教育プログラムを実施している． 

本事業は，香川県と東京圏のそれぞれで実施され

る 1 週間程度のプログラム（短期プログラム）と，2

ヶ月～半年程度のプログラム（長期プログラム）か

ら構成される．香川県で実施される短期プログラム

は，主に 1，2 年次を対象とし，香川県でのフィール

ドワークを通じて地域理解を促す「フィールドワー

ク型プログラム」，主に 3，4 年次と大学院生を対象

とし，学生の有する専門知識をベースに地域課題の

解決を目指す「ワークショップ型プログラム」と，

主に 1，2 年次を対象とし，地域での就労を通じて地

域理解を促す「インターンシップ型（地域理解）プ

ログラム」，実際に地域での就労を意識した，主に 3，

4 年次を対象とした「インターンシップ型（地域就

労）プログラム」に分類される(1) (2) ． 

本論では，2020 年度に実施された「インターンシ

ップ型（地域理解）プログラム」，「「うまげなかがわ

の地場産業を感じてみまい！」オンライン 1day 短期

プログラム」（以下，本プログラムと呼ぶ）の実践に

ついて述べる． 

 

2. 本プログラムの概要について 

本事業における，「インターンシップ型（地域理解）

プログラム」は，2019年度に 3プログラムを実施し，

香川大学生 27 名，東京圏の学生 64 名，計 91 名の学

生が参加する人気のプログラムとなっている．具体

的には，8 月に香川県高松市塩江町にある内装工事

職人を育成するために作られた「職人育成塾」(3)で，

実際に職人育成の理論や実践を体験するプログラム，

9 月と 2 月に香川県内の地場産業や自治体で仕事体

験を実施するプログラムを実施した．2020 年度にお

いては新型コロナウイルス感染症の影響により対面

でのプログラムを実施することができなかったが，

オンラインによる短期プログラムを実施した． 

本プログラムでは，香川県高松市内における地場

産業のうち特に伝統産業にフォーカスを当て，イン

ターンシッププログラムを実施し，香川大学生 20

名，東京圏の学生 34 名，計 54 名がライブビデオ配

信システムを通じて参加した．実施方法は，インタ

ーンシップ先 3 拠点と，司会者がいる本部基地，参

加者をライブビデオ配信システムで繋ぎ，インター
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ンシップ先の様子や伝統産業として取り組んでいる

内容について代表の方が実演を踏まえて説明を行っ

た．図 1 は，本プログラムで実施したライブビデオ

配信方法を示す．インターンシップ先では現地に出

向いている大学スタッフがインタビュアーとして，

代表の方に伝統産業として取り組んでいる内容や，

参加者からの質問などを聞く役割を担った．  

 図 2 は石材工業におけるインタビューの様子を示

しており，普段の石加工の様子や，石を加工して作

られた生活雑貨などのデザインやプロダクトの紹介

を行い，細部にわたる技術の説明も行った．図 2 が

示すように，ライブビデオ配信にも関わらず映像の

乱れも殆どなく，細部にわたって映像を確認するこ

とができ臨場感ある配信を行うことができた． 

3. 本プログラムによる効果 

本プログラム終了後に本プログラムに関する web

アンケートを実施した．回収率は 53.7％であった．

本プログラムに関する感想では，「オンラインだから

こそ気軽に参加できて個人的にも地方都市はどのよ

うな産業か気になっていたので参加できてよかった．

地方都市には可能性があることや東京の学生と地方

の職人さんが力を合わせれば素晴らしい産業が生ま

れやすいということもよくわかった．初めて参加し

たがとても充実した半日となった．地方産業やその

商品を見て自分に出来ることは何か常に考えること

が大事だと思った．」といった，オンラインで実施し

た本プログラムについて，参加のハードルが下がっ

て参加し易かったという回答に併せて，地方都市で

の産業に対する理解の深化についてのコメントが寄

せられた．また，「自ら考え，生み出す仕事でのチャ

レンジ精神や伝統継承の面でとても刺激を受けまし

た．コロナ禍ですが大学生でも今できること，新し

いことに挑戦してみたいですし，実際に香川県に行

きたいと思いました．（中略）本当にテレビを見てい

るような気分で見入ってしまいました．オンライン

ではありますが，遠く離れていても繋がれるんだと

改めて感じましたし，このような機会をもっと増や

して欲しいと思います．」といった，伝統継承に関す

るコメントや現地での活動意欲を伺わせるコメント

や，臨場感が伝わったとのコメントも寄せられた．

近年，全国的に事業承継の問題に直面している．今

回インターンシップ先となっている伝統産業におい

ても，事業承継の問題は喫緊の課題となっており，

担い手を如何に探すかという点で模索している企業

も多い．本プログラムでは，離れた地でも技術や技

能を画面越しに確認することができ，さらに多人数

にも配信が可能であり双方向のやり取りが可能であ

るため，多くの人材を育成することの可能性も示唆

された． 

 

4. まとめ 

本プログラムでは，離れた地における伝統産業に

ついて理解を深めることができ，インターネット等

の情報だけでは知ることのできない情報やプロダク

トや技法を獲得することができた．ライブビデオ配

信の体験を経て，実際にインターンシップを行うこ

とで，学びの深化や課題解決の方法を事前に準備し

ておくことができる．さらに，学生とインターンシ

ップ先のミスマッチを無くし，就職につながること

も考えられ，そのことで地方創生につながる． 

本事業では異なる研究分野や視野・価値観等を持

った学生が「様々な価値観を理解しそれぞれが抱え

る課題を理解するだけでなく，その課題解決の実践

がおこなえる人材」を育成することを目指しており，

本プログラムに参加した学生たちがオンライン空間

でも相互に学習意欲を高め合い，現地でのインター

ンシップの意欲を向上させることを期待する． 
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図 1．ライブビデオ配信方法 
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